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35199。Tc，MAAによる右→左短絡疾患イメ＿ジング

の有用性に関する検討
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　　99mTc－MAAによる右→左短絡疾患イメージングの

有用性について検討した。本法で算出されるR－Lシャ

ント率は全身像撮像時のスキャンスピードやガンマカ

メラの差異による影響は殆ど受けず、全身法では20X，

スポットでは15X以上のときに有意なR－Lシャントがあ

ると判定するのが妥当と考えられた。心臓カテーテル

法で得られるR－Lシャント率との比較では本法はシャ

ント率の高い領域ではやや低値を、シャント率の低い

領域ではやや高値を示す傾向にあったが、r＝0．76（全

身法）rニ0．77（スポット法）と良好な相関性がみられ

た。また、本法は経過観察の上でも有用であった。
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　骨盤・四肢閉塞性動脈疾患、閉塞性動脈硬化症6例と

閉塞性血栓血管炎2例を対象にPTAの評価判定を目的と

して、術前後に99’TcO、“20　nciを右肘静脈よりbolus

injectionし、　first　pass　RI－angiographyを行い、閉塞

部の中枢部および末梢部における、ti■e　activity

curveから得♪♪れた、■ean　transit　tiロe（MTT）、Tl／2、

wash－in　rate（Pin）、vash－out　rate　（Pout）、

integral（INT）の各指標による術前後の定t的評iの有

用性について検討した。MTT、　PinならびにINTがT1／2と

PoutよりもPTAの評価に有用であることが判明した．
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目澤良憲　武藤二郎（埼玉医大耳鼻科）

宮前達也，伊勢谷修（埼玉医大放射線科）

真下正美（碓氷病院内科）

　前回，我々は頭頸部癌動注療法の際，制癌剤の分布状

態を知る目的で，動注用カテーテルより99mTc－MAA

を注入することが有用であること，又，同時に頭頸部領

域には生理的動静脈シャント率が多く認められたことを

報告した。

　そこで，今回我々は，頭頸部領域は他の部位よりも生

理的動静脈シャントが多く存在すると考え，兎を用い，

頭頸部と下肢とのシャント率の違い，頭頸部領域におけ

る主要動脈領域（顎動脈，浅側頭動脈，舌顔面動脈）に

おけるシャント率の違い，及び兎の耳介への寒冷刺激に

よるシャント率の変化にっいて検討したので報告する。
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